
●第104 回例会
　講演、プレゼンテーションの概要は本号掲載の講演要旨の通りです。
　2014 年 4月8日　アキバプラザ　出席者 60 名

例 会 報 告

　講演要旨の掲載にご理解・ご協力をいただいた講師の
先生方に感謝申し上げます。

ガス制度改革とLPガス料金問題

　電力・都市ガスの制度改革の議論が進んでいます。これらの
改革＝自由化が、本会の主力メンバーであるLPガス販売事業者
にどのような影響を与えるのか、それを検討することを本会例会
の大きなテーマとしています。本会では10年以上前の制度改革
議論においても、さまざまな情報収集を行いました。当時から、こ
の問題に関わっておられた識者の方 に々は、今回もまた講師とし
て登壇いただき、最新情報のご提供をいただいています。
　一般的に、企業にとって「自由化」は、その業界の既得権益が
なくなることで新規参入がしやすくなり、多くの企業がビジネス
チャンスを得られるとされています。しかし一方で、競争原理は強
者をより強くし、弱者の事業を圧迫するとも言われています。都
市ガス業界の自由化論議では、自由化のメリットを享受しようと
する大手都市ガス会社の思惑と、既得権がなくなりかねない中
小都市ガスの抵抗などが伝えられています。
　ガス体エネルギーの制度改革は、都市ガスと簡易ガス、そして
LPガスの垣根を低くする、あるいは取り払うものとも考えられて
います。都市ガスの公益特権を羨ましく考えていたLPガス業界
ではありますが、いざ、垣根のない競争にさらされたとき、決して
強者ではないLPガス事業者は苦戦が予想されます。そして、LP
ガスを含めた一体改革の議論では、「料金の透明化」も大きな
テーマとして取り上げられています。
　ＬＰガスの料金問題も、本会設立時からの大きなテーマの一つ
でした。制度改革の方向はまだ不明点もありますが、料金問題は
LPガス事業者の経営問題として、これまで以上に、具体的な改
革議論が必要となってきます。前回104回例会では、料金公開を
断行したカナエル・関口剛社長に講演を依頼しました。会場に60
名を超える聴講者が詰めかけたのも、そのような業界人の“受け
とめ”を表わしていると言えるでしょう。　　 【事務局・中川順一】
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